
科目 単位数 教科書番号

ボランティア 2

添削指導
（レポート）

回 時期 内容
時
間

4面接指導（単位時間）　合計

目標
【学習指導要領】

学校周辺及び相生市内の観光名所の清掃活動など、やさしく美しいまちづくりへの参加
や、福祉とボランティアに関する体験活動を通して、社会の一員であることの自覚を身につ
けるとともに、喜びや思いやりの心を育てる。

目標に向けての具体的取り組み
【指導上の留意点】

・福祉に関するさまざまな体験活動を通して、ボランティア活動への意欲・関心を高めるとと
もに、高齢者や障がい者への正しい理解を深め、自ら行動できる豊かな心を育む。
・外部講師の方やボランティア職員の方の指示に従い、一人一人が有意義な体験活動と
なるよう心がける。

学
期

実
施
時
期

内容 到達目標
面接指導(単位時間)

評価方法

福祉に関す
る講義を受
講し、ボラン
ティアとは何
か、一人一人
が自らの考え
を深められる
ような機会と

する。

また、体験活
動を通して、
身体障がい
者を正しく理
解し、人を思
いやる心を育

てる。

最後に、活動
の振り返りと
してレポート
を作成する。

第1回

第2回

1.5
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1

レポート
行動観察

体験学習

8月
（12月）

前
期

(

後
期

)

まとめ・レポート作成

講義と体験活動を
通して学んだこと
や感想をレポート
にまとめ、活動を

振り返る。

第3回

8月
（12月）

相生市社会福祉協議会の職員の
方による講義を受講する。

講義では、高齢者理解、主に認
知症についての正しい知識を得
るとともに、認知症患者への接し
方などを、視聴教材やグループ
ワークを取り入れながら理解す

る。

※実施時期により、講義内容は変
更となる可能性があります。

講義を通して、高
齢者、認知症患者
に対する知識、理
解を深めると同時
に、地域の社会福
祉協議会の活動

内容を知り、ボラン
ティアをより身近な
ものとして考えさせ

る。

点字体験
相生市ボランティアセンター登録
グループ「相生点灯会」の方々に
ご協力いただき、点字のしくみや

読み方、打ち方を学ぶ。

福祉学習の一環と
して、点字のしくみ
や打ち方、読み方
を学び、視覚障が
い者についての理

解を深める。


